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任
期
満
了
に
伴
う
雲
南
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
は
、
7
月
3
日
に
告

示
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
各
選
挙
区
（
総
定
数
30
人：

大
東
10
人
、
加
茂
4
人
、
木
次
5

人
、
三
刀
屋
6
人
、
吉
田
・
掛
合
5
人
）
と
も
定
数
ど
お
り
の
立
候
補
の
届
出

が
あ
り
、
一
般
選
挙
に
よ
る
農
業
委
員
会
委
員
の
み
な
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
。

な
お
、
雲
南
市
議
会
推
薦
、
雲
南
農
業
協
同
組
合
そ
し
て
出
雲
広
域
農
業
共

済
組
合
か
ら
推
薦
さ
れ
る
6
名
、
及
び
担
当
地
区
、
会
長
な
ど
は
決
ま
り
次
第

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

雲
南
市
農
業
委
員
会
委
員
の
紹
介
（
敬
称
略
）（
任
期：

平
成
20
年

7
月
19
日
）
選
挙
区
別
届
出
順
、
年
齢
は
7
月
10
日
現
在
の
満
年
齢

永な
が

井い

尚し
ょ
う

ニじ

①
62
歳

②
大
東
町
大
東
下
分

石い
し

倉く
ら

嘉よ
し

紀の
り

①
71
歳

②
大
東
町
中
湯
石

大
東
地
区

（
１０
名
）

加か

藤と
う

一い
ち

郎ろ
う

①
57
歳

②
大
東
町
遠
所

兒こ

玉だ
ま

明あ
き
ら

①
64
歳

②
大
東
町
下
佐
世

藤ふ
じ

原は
ら

修の
ぶ

至よ
し

①
64
歳

②
大
東
町
下
久
野

板い
た

持も
ち

庸よ
う

①
73
歳

②
大
東
町
西
阿
用

長な
が

妻つ
ま

幹み
き

夫お

①
69
歳

②
大
東
町
下
阿
用

川か
わ

上か
み

し
ょ
う

吉き
ち

①
65
歳

②
大
東
町
金
成

高た
か

島し
ま

幹み
き

雄お

①
55
歳

②
大
東
町
山
王
寺

兒こ

玉だ
ま

博ひ
ろ

光み
つ

①
54
歳

②
大
東
町
仁
和
寺

内う
ち

部べ

武た
け

雄お

①
62
歳

②
加
茂
町
砂
子
原

青あ
お

木き

征ま
さ

温は
る

①
66
歳

②
加
茂
町
立
原

嘉か

本も
と

輝て
る

雄お

①
62
歳

②
加
茂
町
大
崎

小こ

林ば
や
し

義よ
し

夫お

①
72
歳

②
加
茂
町
宇
治

か
た

寄よ
せ

健け
ん

治じ

①
58
歳

②
三
刀
屋
町
給
下

大お
お

坂さ
か

運う
ん

藏ぞ
う

①
69
歳

②
木
次
町
里
方

力り
き

石い
し

福ふ
く

芳よ
し

①
69
歳

②
木
次
町
西
日
登

土つ
ち

江え

良り
ょ
う

治じ

①
65
歳

②
木
次
町
東
日
登

陶す

山や
ま

敏と
し

行ゆ
き

①
68
歳

②
三
刀
屋
町
三
刀
屋

勝か
つ

部べ

有ゆ
う

二じ

①
65
歳

②
三
刀
屋
町
多
久
和

陶す

山や
ま

直な
お

利と
し

①
70
歳

②
木
次
町
寺
領

川か
わ

上か
み

蘆よ
し

求も
と

①
61
歳

②
三
刀
屋
町
里
坊

星ほ
し

野の

朝と
も

義よ
し

①
63
歳

②
三
刀
屋
町
古
城

杉す
ぎ

山や
ま

正ま
さ

美み

①
58
歳

②
木
次
町
湯
村

小お

田だ

久ひ
さ

義よ
し

①
55
歳

②
三
刀
屋
町
神
代

景か
げ

山や
ま

治お
さ
む

①
74
歳

②
吉
田
町
吉
田

松ま
つ

島し
ま

璋あ
き

暢の
ぶ

①
58
歳

②
吉
田
町
曽
木

吾あ

郷ご
う

日ひ

出で

夫お

①
66
歳

②
掛
合
町
多
根

石い
し

飛と
び

榮え
い

一い
ち

①
69
歳

②
掛
合
町
掛
合

田た

部な
べ

光み
つ

夫お

①
67
歳

②
掛
合
町
波
多

加
茂
地
区

（
4
名
）

木
次
地
区

（
5
名
）

三
刀
屋
地
区

（
6
名
）

吉
田
・
掛
合
地
区

（
5
名
）

雲
南
市
農
業
委
員
会
委
員
決
ま
る

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

届
出
順
　
①
出
身
　
②
年
齢



植
樹
に
は
、
市
内

の
久
野
・
温
泉
・
西

日
登
・
掛
合
の
各
小

学
校
や
奥
出
雲
町
、

出
雲
市
・
松
江
市
な

ど
の
小
学
校
か
ら
約

300
人
の
児
童
が
参
加
。

額
に
汗
し
な
が
ら
ク

ヌ
ギ
や
カ
シ
な
ど
の

苗
木
600
本
を
植
え
ま

し
た
。

今
回
植
え
た
苗
木

は
、
10
数
年
後
、
豊

か
な
自
然
の
中
、
ダ
ム
の
景
観
に

調
和
し
た
新
し
い
森
林
に
な
る
予

定
で
す
。

奏
楽
団
・
シ
ン
ワ
ウ
イ
ン
ド
ブ
ラ

ス
の
演
奏
や
雲
南
太
極
拳
協
会
の

健
康
体
操
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
収
録
さ
れ
た
番
組
で
は
、

料
理
愛
好
家
の
平
野
レ
ミ
さ
ん
や

タ
レ
ン
ト
の
テ
ツ
and
ト
モ
さ
ん
が
、

地
元
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
紹
介

や
ク
イ
ズ
な
ど
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ

を
し
、
会
場
に
訪
れ
た
観
客
を
魅

了
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
模
様
を
映
し
た
番
組
は
、

7
月
28
日
（
木
）
8
時
35
分
か
ら

9
時
55
分
ま
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ

レ
ビ
「
生
活
ほ
っ
と
モ
ー
ニ
ン
グ
」

の
健
康
ス
ペ
シ
ャ
ル
の
中
で
放
映

さ
れ
ま
す
。

６
月
下
旬
ま
で
、

ま
っ
た
く
雨
が
降
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
地
域
、
梅
雨
入
り

宣
言
も
な
か
っ
た
た

め
、
典
型
的
な
空
梅

雨
状
態
。
各
地
で
取

水
制
限
も
さ
れ
始
め
、
農
作
物
へ
の
被
害
も
心

配
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
７
月
に
入
り
梅
雨
前
線
が
停
滞
し
、

空
梅
雨
状
態
か
ら
一
転
、
雨
が
続
く
毎
日
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
状
況
は
、
以
前
松
江
市
を
中

心
に
大
水
害
を
被
っ
た
昭
和
47
年
と
似
て
い
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
雲
南
市
で
の
災
害
の

な
い
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
危
機
管
理
体
制

に
は
充
分
留
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

当
地
域
が
、
そ
う
し
た
渇
水
と
水
害
に
幾
度

と
な
く
見
舞
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
斐
伊
川
流
域

の
自
治
体
が
力
を
併
せ
て
、
斐
伊
川
の
治
水
と

利
水
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
３
点
セ
ッ
ト

と
呼
ば
れ
る
尾
原
ダ
ム
の
建
設
、
斐
伊
川
か
ら

神
戸
川
へ
の
放
水
路
の
開
削
、
大
橋
川
の
拡
幅

で
す
。

尾
原
ダ
ム
を
旧
木
次
町
と
旧
仁
多
町
地
内
へ

建
設
し
た
い
、
と
の
話
が
国
か
ら
持
ち
込
ま
れ

て
既
に
半
世
紀
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
の
建

設
地
に
居
住
さ
れ
る
皆
様
の
血
涙
に
よ
っ
て
今

年
度
い
よ
い
よ
本
体
工
事
が
始
ま
り
、
平
成
22

年
度
の
完
成
が
め
ざ
さ
れ
ま
す
。

天
候
不
順
時
に
係
わ
ら
ず
常
に
、
平
成
の
大

蛇
退
治
と
言
わ
れ
る
こ
の
３
点
セ
ッ
ト
の
意
義

を
、
全
斐
伊
川
流
域
が
改
め
て
共
有
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
雲
南
市
長
　
速
水
雄
一
）

６
月
15
日
、
尾
原
ダ
ム
建
設
予

定
地
の
周
辺
地
域
（
奥
出
雲
町
大

字
佐
白
地
内
）
で
、
尾
原
ダ
ム
ど

ん
ぐ
り
の
森
づ
く
り
実
行

委
員
会
（
国
土
交
通
省
、

雲
南
市
な
ど
）
の
主
催
に

よ
る
植
樹
祭
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
植
樹
は
、
道
路
整

備
な
ど
に
伴
い
失
わ
れ
た

森
林
の
復
元
を
め
ざ
し
、

平
成
12
年
か
ら
毎
年
取
り

組
ま
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

食
育
食
育
・
健
康
健
康
フ
ェ
ア
in
雲
南
市

雲
南
市 

食
育
食
育
・
健
康
健
康
フ
ェ
ア
in
雲
南
市

雲
南
市 

食
育
・
健
康
フ
ェ
ア
in
雲
南
市 

食
育
食
育
と
健
康
健
康
の
つ
ど
い
　
雲
南
市
合
併
記
念

　
雲
南
市
合
併
記
念 

食
育
と
健
康
の
つ
ど
い
　
雲
南
市
合
併
記
念 

豊
か
な
自
然
自
然
・
ダ
ム
に
調
和
調
和
し
た
新
し
い
森
づ
く
り 

豊
か
な
自
然
・
ダ
ム
に
調
和
し
た
新
し
い
森
づ
く
り 

尾
原
尾
原
ダ
ム
植
樹
祭

植
樹
祭 

ど
ん
ぐ
り
の
森
づ
く
り 

尾
原
尾
原
ダ
ム
植
樹
祭

植
樹
祭 

ど
ん
ぐ
り
の
森
づ
く
り 

尾
原
ダ
ム
植
樹
祭 

ど
ん
ぐ
り
の
森
づ
く
り 

三
刀
屋
文
化
体
育
館
ア
ス
パ
ル

で
６
月
12
日
、
雲
南
市
の
合
併
を

記
念
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
健
康
フ
ェ
ア

「
食
育
・
健
康
フ
ェ
ア
in
雲
南
市
」

の
公
開
録
画
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
番
組
は
、「
自
分
の
健
康
状

態
は
自
ら
把
握
し
、
未
然
に
病
気

か
ら
体
を
守
る
」
と
い
う
テ
ー
マ

の
も
と
、
昭
和
61
年
か
ら
全
国
各

地
で
実
施
し
て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番

組
で
、
雲
南
市
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
の

主
催
で
開
催
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
掛
合
太
鼓
保
存
会
「
和
童
」、

加
茂
中
学
校
吹
奏
楽
部
・
加
茂
吹

屋
外
で
は
市
内
の
特
産
品
が
一
堂
に
集
ま

っ
た
特
産
市
や
と
れ
た
て
野
菜
の
販
売
も

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ロ
ア
イ
ベ
ン
ト

で
は
多
く
の
健
康
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、

延
べ
１，
５
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

環境にも配慮された竹製のポットは、環境にや
さしいばかりではなく、外敵から苗を守ります
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新
し
新
し
い
行
財
政

行
財
政
の
仕
組
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
！ 

新
し
新
し
い
行
財
政

行
財
政
の
仕
組
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
！ 

新
し
い
行
財
政
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
！ 

雲
南
市
行
財
政
改
革
基
本
方
針

 
 

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り 

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り 

　
雲
南
市
で
は
、
「
生
命
と
神
話

が
息
づ
く
新
し
い
日
本
の
ふ
る
さ

と
づ
く
り
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
理
念
と
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん

と
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
将
来
に
わ
た
っ
て
市
民
の
み
な

さ
ん
が
こ
の
地
域
で
不
安
な
く
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
市
民
の

み
な
さ
ん
と
行
政
が
共
に
知
恵
を

出
し
合
い
協
働
し
て
こ
れ
か
ら
の

新
し
い
行
財
政
の
仕
組
み
を
つ
く

る
と
と
も
に
、
将
来
に
責
任
を
持

つ
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
、
現
在
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
雲
南
市
で
は
、
今
年

４
月
か
ら
職
員
に
よ
る
「
行
財
政

改
革
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

を
設
置
し
、
検
討
を
進
め
て
い
く

基
本
方
針
を
ま
と
め
ま
し
た
。
　

　
こ
れ
を
も
と
に
今
後
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
参
加
を
得
な
が
ら
、

「
市
民
が
主
役
の
自
治
の
ま
ち
」

を
め
ざ
し
て
行
財
政
改
革
を
進
め

て
い
き
ま
す
。 

行財政改革の視点 

改革を進めるにあたっての基本方針 

●徹底した内部管理経費の削減　　　　　　●行政サービスとコストの最適化 

●市民との協働によるまちづくりの推進　　●市民負担の公平性の確保 

●数量的な見直しを行うとともに、行政サービスの質的向上を図ります。 

●全ての事務事業について、一切の例外・聖域を設けず、必要性・重要度の観点でゼロから見直します。 

●改革を着実に推進するため、数値目標を掲げ計画的に取り組みます。 

●市民参加を図りながら、全庁を挙げて取り組みます。 

●平成17年度から平成21年度までの5か年計画により取り組みます。 

行財政改革の検討項目 

●事務事業の見直し…………… 

 

●組織機構の見直し…………… 

 

●定員及び給与の見直し……… 

●公共施設管理の見直し……… 

●第三セクター等の見直し…… 

●財政の健全化………………… 

 

●市民との協働によるまちづくりの推進… 

 

●人材の育成…………………… 

事務事業の統廃合、補助金等の見直し、行政評価制度の導

入、行政関与のあり方の検討、民間委託の推進など 

本庁と総合センター等の再編整備、組織の統廃合、複数自

治体での共同アウトソーシングなど 

定員管理計画の策定及び人員削減、人件費の抑制など 

指定管理者制度の導入、施設の統廃合、利用促進など 

経営統合等の検討など 

物件費の削減、公共工事コストの削減、予算編成方法の見直

し、税・使用料の見直し、滞納整理、公債費負担の抑制など 

市民団体・地域自主組織などの協働パートナーの育成、情

報公開の推進など 

職員の意識改革など 

今後の検討状況については、随時お知らせしますので、みなさんのご意見をお待ちしています。 

【お問い合わせ先】総務部 行財政改革推進課　  0854-40-1024

い
の
ち 



大
東
体
育
文

化
セ
ン
タ
ー
で

「
こ
ど
も
ま
つ

り
」
が
開
催
さ

れ
、
乳
幼
児
か

ら
小
学
生
、
保

護
者
な
ど
600
人

を
超
え
る
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大

東
町
子
育
て
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
（
代
表
　
森
山
律
子
）
が
昨
年

に
引
き
続
き
開
催
し
た
も
の
で
す
。
当
日
は
、
大
東
高

校
生
な
ど
多
く
の
協
力
に
よ
り
、
演
劇
や
人
形
劇
、
ま

た
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
や
昔
の
遊

び
、
工
作
コ
ー
ナ

ー
な
ど
様
々
な
催

し
が
行
わ
れ
ま
し

た
。今

回
は
、
小
学

生
に
も
呼
び
か
け

た
こ
と
か
ら
参
加

者
が
多
く
、
会
場

い
っ
ぱ
い
に
元
気

な
声
が
響
い
て
い

ま
し
た
。

当
日
は
、
早
朝
よ
り
加
茂
町
内
の
赤
川
河
川
敷
の
ゴ

ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
約
200
名
。
ゴ
ミ
は

例
年
に
比
べ
格
段
に
少
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
合
計

140
kg
に
も
な
り
ま
し
た
。
集
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
は
老
人
ク

ラ
ブ
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
み
な
さ
ん
や
主
催
し
た
加

茂
町
地
域
づ
く
り
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
手
際
よ

く
分
別
さ
れ
、
次
々
と
片
付
け
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

短
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
早
朝
の
す
が
す
が
し
い

空
気
の
中
、
赤
川
河
川
敷
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
気
持
ち

ま
で
さ
わ
や
か
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

８
月
６
日
か
ら
福
岡

県
で
開
催
さ
れ
る
第
19

回
全
日
本
小
学
校
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
に
向

け
、
木
次
町
の
寺
領
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
が
厳
し

い
暑
さ
の
中
、
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。

今
回
の
大
会
は
、
６
月
12
日
に
行
わ
れ
た
同
大
会
の
島
根

県
予
選
で
優
勝
し
た
寺
領
ス
ポ
少
チ
ー
ム
が
、
県
代
表
と
し

て
出
場
す
る
も
の
。
寺
領
小
学
校
６
年
の
難
波
篤
人
キ
ャ
プ

テ
ン
は
「
２
年
連
続
全
国
大
会
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
、
去

年
は
１
勝
し
か

で
き
な
か
っ
た

け
ど
、
今
年
は

去
年
以
上
の
成

績
を
残
し
た
い

で
す
」
と
抱
負

を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

全
国
大
会
で

は
、
県
代
表
と

し
て
持
て
る
力

を
十
分
発
揮
し
、

悔
い
の
な
い
プ

レ
ー
を
し
て
き

て
く
だ
さ
い
。

三
刀
屋

町
多
久
和

に
あ
る
雲

見
滝
で
、

本
格
的
な

レ
ジ
ャ
ー

シ
ー
ズ
ン

を
前
に
、

行
楽
客
の

安
全
を
祈

願
す
る
滝

開
き
神
事

が
あ
り
ま

し
た
。

雄
滝
雌
滝
か
ら
な
る
雲
見
滝
は
、
県
の
名
勝
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
、
雄
滝
は
30
ｍ
の
落
差
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
日
は
、
地
域
の
住
民
ら
に
よ
り
遊
歩
道
の
清
掃
や

草
刈
り
な
ど
が
行
わ
れ
た
後
、
飯
石
神
社
の
佐
藤
美
彦
宮

司
に
よ
る
神
事
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

がががが
んんんん
ばばばば
っっっっ
てててて
いいいい
まままま
すすすす

田
井
保

育
所
の
子

ど
も
た
ち

と
田
井
小

学

校

の

１
・
２
年

生
が
、
田

井
公
民
館

で
笹
巻
作

り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

笹
巻
き

は
、
近
く
に
住
む
川
角
行
男
さ
ん
が
用
意
し
た
笹

と
地
元
の
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
が
準
備
し
た
だ
ん
ご

を
使
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、

地
元
の
お
年
寄
り
に

教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
一
生
懸
命
だ
ん
ご

を
こ
ね
た
り
、
笹
に

く
る
ん
だ
り
し
て
い

ま
し
た
。

今
年
で
６
回
目
と
な

る
ど
ん
が
め
カ
ッ
プ
少

年
少
女
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

大
会
が
、
掛
合
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
、
松
江

市
や
出
雲
市
、
江
津
市

な
ど
か
ら
11
チ
ー
ム
が

参
加
。
５
分
１
セ
ッ
ト

の
試
合
で
は
、
12
名
の
選
手
が
コ
ー
ト
上
で
熱
戦
を
展
開
し

ま
し
た
。

地
元
出
場
の
入

間
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
は

予
選
リ
ー
グ
２
勝

２
敗
の
３
位
で
、

惜
し
く
も
予
選
突

破
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

仲
間
と
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
、
タ
イ

ミ
ン
グ
、
作
戦
が

重
要
な
ド
ッ
ジ
ボ

ー
ル
で
す
が
、
次

回
出
場
の
大
会
で

は
ぜ
ひ
優
勝
の
栄

冠
を
勝
ち
取
っ
て

く
だ
さ
い
。

7／ 3

どどどど
んんんん
がががが
めめめめ
カカカカ
ッッッッ
ププププ

ドドドド
ッッッッ
ジジジジ
ボボボボ
ーーーー
ルルルル
大大大大
会会会会

6／ 19

滝滝滝滝
開開開開
きききき

6／ 19
赤赤赤赤
川川川川
クククク
リリリリ
ーーーー
ンンンン
キキキキ
ャャャャ
ンンンン
ペペペペ
ーーーー
ンンンン

2222
0000
0000
5555

地地地地
域域域域
のののの
みみみみ
なななな
ささささ
んんんん
とととと

いいいい
っっっっ
しししし
ょょょょ
にににに
笹笹笹笹
巻巻巻巻
作作作作
りりりり

6／ 19
に
ぎ
や
か
に
交
流
交
流 

に
ぎ
や
か
に
交
流
交
流 

に
ぎ
や
か
に
交
流 ここここ

どどどど
もももも
まままま
つつつつ
りりりり

暑
さ
も
吹
き
飛
ば
し 

暑
さ
も
吹
き
飛
ば
し 

暑
さ
も
吹
き
飛
ば
し 

7／ 5

清
涼
　

清
涼
　
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン 

清
涼
　

清
涼
　
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン 

清
涼
　
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン 

高さ100ｍ・幅150ｍの屏風岩と呼ばれる絶壁

家
庭
で
笹
巻
き
を
作
っ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
は
、
手
慣
れ
た
手

つ
き
で
し
た
。

7 6

【
重
さ
当
て
ク
イ
ズ
】

〜
結
果
発
表
〜

答
え
　
140
kg

○
正
解
者
　
1
名
　
○
ニ
ア
ピ
ン
賞
　
3
名
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
!!



涼真くん（三刀屋町三刀屋） 
りょう ま 

平成16年8月20日生まれ 

お兄ちゃんと一緒に、だ
れからも愛される子に
なってね！1歳おめでと
う 

野村隆司さん・奈緒美さんのお子さん 

凜ちゃん（吉田町川手） 
りん 

平成16年8月25日生まれ 

生まれてきてくれてあ
りがとう！凜の笑顔がみ
んなの幸せです 

陶山健一さん・明美さんのお子さん 

陽生くん（木次町上熊谷） 
よう せい 

平成16年8月19日生まれ 

1歳の誕生おめでとう。
陽くんの笑顔でみんな
が元気になれるよ！あり
がとう。 

佐々木敦則さん・敬子さんのお子さん 

夏帆ちゃん（加茂町神原） 
か ほ 

平成16年8月17日生まれ 

わが家のアイドル夏帆
ちゃん　笑顔いっぱい、
元気に育ってね！ 

我妻充さん・忍さんのお子さん 

写真にコメント30字程度を添え、郵送またはメールで8月5日（金）までに情報政策課へお願いします。 

【お問い合わせ先】情報政策課 　 0854―40―1015　E-Mail:jyouhouseisaku@city.unnan.shimane.jp
（平成16年9月生まれ） （平成16年9月生まれ） （平成16年9月生まれ） 

（
平
成
16
年
9
月
生
ま
れ
） 

（
平
成
16
年
9
月
生
ま
れ
） 

イレイン・ホンさん 

いよいよお別れの時期になりました。時間があっという間に過
ぎました。本当に実感がないです。別れ話をするのは大の苦手で
す。語り始めると涙がボロボロっと出てくるからこの2年間の出来
事を写真で綴ります。

2年間を振り返って雲南市での滞在は非常に幸せな期間で、豊かでかけがえのない思い
出になりました。私は「井の中の蛙」にならないように日本文化を理解し、日本語を勉強
し、日本での生活を体験するために日本に来ました。国際理解は個人からはじめる事、つ
まりは、一人ひとりの草の根交流から始めるべきです。
私が今まで市役所でやってきた仕事が、日本にとって、そして雲南市にとって少しでも
国際化のお役に立てていれば幸いです。出会ったすべての方に対し、言葉では言いあらわ
せないぐらい感謝しています。いつも親切にして下さり、いやな顔をするところを一回も
見たことがありません。どんなことにも積極的に動いて下さり、本当にありがとうござい
ました。
I want to say thank you to the following people: 小学校の子どもたちや先生、近所のみなさん、英会話教室・タップダンス教

室・刺しゅう教室・陶芸クラブのみなさん、三刀屋太鼓のメンバー、職場の同僚、個人名だと、まだまだたくさん名前が出てきます
が、今まで私のわがままを我慢してくれて、なんでも手伝ってくれて、本当に本当に感謝しています。みなさんのことが大好き。
Thank you so much, I will miss you all. I will never forget my 2years in Kisuki and will cherish these memories for a life-
time to come. Thank you. Lots of love, Elaine

（敬称略）

■と　き　6月19日開催　
■ところ　健康の森テニスコート（木次町）
一般男子の部
優　勝　三代敏弘・松林智照（木次クラブ）
準優勝　高木徹也・堀　拓雄（松江市）
第3位　山根信夫・井上幹夫（木次クラブ）
一般女子の部
優　勝　松林真美・山根夏生（三刀屋高校）
準優勝　藤原桃子・永瀬友紀子・斉藤汐莉（木次中学校）
第3位　石原紗也加・大塚理絵（木次中学校）
シニアの部
優　勝　田中修一・本田義人（木次クラブ）
準優勝　高野恒芳・田中総吉（木次クラブ）
第3位　新　照美・加藤志郎（木次チェリーズ・加茂クラブ）

■と　き　6月25日開催　
■ところ　大東中学校グラウンド
優　勝　高平　　準優勝　川南Ａ　　3 位　八千代Ｂ

木次町春季ソフトテニス大会

■と　き　6月12日開催
■ところ　掛合野球場
優勝　掛合上　　準優勝　掛合下　　第3位　松笠・波多

掛合町ソフトボール大会

大東町春季ペタンク大会（出場74チーム）

■と　き　6月19日開催　

■ところ　加茂中央公園スポーツの丘

優　勝　川南Ａ（大東町） 第3位 城山Ｂ（奥出雲町）

準優勝　泉川（飯南町）

第14回 雲南ペタンク大会
■と　き　6月19・26日開催　

■ところ　雲南市加茂Ｂ＆Ｇ海洋センター

優　勝　下神原　　第3位 本町

準優勝　中村上

第30回 加茂町民バレーボール大会

■と　き　6月19日開催　

■ところ　大東小学校グランド

高齢者の部　15チーム参加
優　勝　わかすぎ　　　　第3位　下佐世・ちとせ
準優勝　大東下分
一般の部 9チーム参加

優　勝　中佐世クラブ　　第3位　新庄
準優勝　小河内

第21回 丸子山公園オープン記念ゲートボール大会

市
で
は
、「
市
民
が
主
役
の
自
治
の
ま
ち
」
を
、

ま
ち
づ
く
り
の
主
要
施
策
に
掲
げ
、
そ
の
ひ
と
つ

と
し
て
地
域
自
主
組
織
の
設
立
促
進
と
機
能
充
実

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
各
地
域
に
お
い
て

地
域
自
主
組
織
の
設
立
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
も
そ
も
地
域
自
主
組
織

と
は
何
か
？
何
か
分
か
り
づ
ら
い
!!
と
の
声
が
あ

り
、
今
回
よ
り
3
回
シ
リ
ー
ズ
で
島
根
県
中
山
間

地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
　
笠
松
浩
樹

氏
の
協
力
を
頂
き
、
地
域
自
主
組
織
に
つ
い
て
考

え
て
い
き
ま
す
。

市
町
村
合
併
や
行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
っ
て

市
の
予
算
や
職
員
が
減
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
低

下
す
る
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
住
民
と
行
政

が
力
を
合
わ
せ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
時
代
に

な
り
ま
し
た
。
発
想
を
変
え
れ
ば
、
住
民
の
力
が

発
揮
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
今
こ
そ
、
自
分
達

の
手
で
快
適
な
生
活
や
収
益
を
得
る
取
り
組
み
を

始
め
ま
し
ょ
う
。

基
本
的
な
考
え
方
は
、「
で
き
る
こ
と
は
ま
ず

住
民
が
実
践
す
る
」
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
は
、
行

政
の
肩
代
わ
り
を
押
し
つ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
住
民
の
発
想
を
形
に
し
、
活
動
を
通
し
て
地

域
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
生
き
が
い
や
充
実
感
を

感
じ
る
こ
と
で
す
。
自
分
の
思
っ
て
い
た
こ
と
が

動
き
に
な
っ
た
と
い
う
喜
び
は
、
き
っ
と
自
信
や

誇
り
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

地
域
内
の
組
織
に
は
集
落
（
自
治
会
）
が
あ
り

ま
す
。
集
落
で
は
、
住
民
の
意
見
を
ま
と
め
、
葬

祭
や
環
境
美
化
な
ど
生
活
を
維
持
す
る
た
め
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
過
疎
・
高

齢
化
の
た
め
に
従
来
の
活
動
が
難
し
く
な
っ
た
集

落
（
自
治
会
）
も
出
始
め
ま
し
た
。
現
在
の
状
況

に
合
わ
せ
、
活
動
の
あ
り
方
を
変
え
て
い
く
こ
と

も
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

集
落
（
自
治
会
）
の
会
合
は
、
主
に
世
帯
主
が
出

席
し
ま
す
（「
１
戸
１
票
制
」）。
世
帯
主
は
男
性

の
年
配
者
が
大
半
で
す
が
、
会
合
で
話
し
合
わ
れ

た
経
過
を
家
族
に
伝
え
て
い
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
集
落
の
中
に
は
若
者
や
女
性
が

意
見
を
言
う
機
会
が
な
く
、
義
務
的
に
活
動
に
参

加
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

雲
南
市
で
は
、
住
民
の
思
い
を
形
に
す
る
手
段

と
し
て
「
地
域
自
主
組
織
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
集
落
（
自
治
会
）
の
手
法
に
よ
ら
ず
現

在
の
情
勢
に
合
わ
せ
た
地
域
運
営
母
体
と
し
て
期

待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、
生
活
環
境
の
維
持
、
産
業

お
こ
し
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
）
な
ど
多
様

な
活
動
を
行
う
に
は
担
い
手
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
、「
地
域
自
主
組
織
」
は
一
定
量
の
人
口
を

確
保
で
き
る
公
民
館
区
や
小
学
校
区
、
あ
る
い
は

数
集
落
を
単
位
と
し
て
い
る
も
の
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
重
要
な
の
は
規
模
で
は
な
く
、

し
く
み
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

で
は
、
住
民
の
自
立
を
目
的
と
し
た
「
地
域
自

主
組
織
」
の
主
な
特
徴
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
「
１
戸
１
票
制
」
を
打
破
し
、
子
ど
も
や
若
者
、

女
性
も
含
め
た
幅
広
い
世
代
が
関
わ
る
「
１

人
１
票
制
」
を
実
現
す
る
。

②
生
活
の
維
持
、
福
祉
、
楽
し
み
の
実
現
、
産
業

振
興
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
の
活
動
を
進
め
る
。

③
テ
ー
マ
ご
と
に
部
会
を
設
け
る
な
ど
、
住
民
１

人
ひ
と
り
が
や
る
気
を
発
揮
で
き
る
し
く
み

づ
く
り
を
進
め
る
。

町
や
地
区
ご
と
に
歴
史
や
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
、
他
の
事
例
を
真
似
し
て
も
成
功
す
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。「
地
域
自
主
組
織
」
は
、
ま
ず

様
々
な
世
代
の
住
民
が
し
っ
か
り
と
話
し
合
い
を

行
う
こ
と
が
基
本
で
す
。
マ
イ
ペ
ー
ス
で
楽
し
み

な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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今
、
住
民
の
自
立
が
求
め
ら
れ
て
い
る

1
集
落
（
自
治
会
）
の
役
割
と
限
界

2

新
た
な
地
域
運
営
母
体「
地
域
自
主
組
織
」

3

「地域自主組織」とは何か ～自治会（集落）との違い～
島根県中山間地域研究センター　地域研究グループ　笠 松 浩 樹

シリーズ「地域自主組織」を考える①

タップダンス プライベート
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教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
７
３

市
で
は
、
平
成
17
年
度
に
お
い
て
、
加
茂
総

合
セ
ン
タ
ー
２
階
を
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
図

書
室
）
に
改
修
し
ま
す
。

生
涯
学
習
の
活
動
拠
点
と
し
て
の
機
能
の
充

実
を
図
る
た
め
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
整
備
検

討
委
員
会
を
設
置
し
、
次
の
み
な
さ
ん
に
委
員

を
委
嘱
し
ま
し
た
。

（
任
期：

平
成
17
年
３
月
31
日
ま
で
）

◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
７
３

市
で
は
、
読
書
活
動
の
推
進
と
市
内
図
書
館

や
図
書
施
設
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
図
る
た
め
、

雲
南
市
図
書
館
協
議
会
を
設
置
し
、
次
の
み
な

さ
ん
に
委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

（
任
期：

平
成
17
・
18
年
度
）

◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長

◎
坂
本
暢
子
さ
ん
（
旧
木
次
町
教
育
委
員
）、

○
小
川
真
里
さ
ん
（
掛
合
図
書
室
運
営
委
員

会
副
委
員
長
）
吉
井
傳
さ
ん
（
市
議
会
議
員
）、

山
田
肇
さ
ん
（
木
次
幼
稚
園
長
）、
福
田
郁
子

さ
ん
（
松
笠
小
学
校
長
）、
佐
藤
進
さ
ん
（
雲
南

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
副
会
長
）、
友
塚
結
花
さ
ん

（
雲
南
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
女
性
委
員
）、

●
田
幸
栄
さ
ん
（
大
東
町
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
代
表
）、
藤
原
君
子
さ
ん
（
木
次
町

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
）、

堀
江
佳
代
子
さ
ん

（
三
刀
屋
小
学
校

読
み
聞
か
せ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
代

表
）、

大
島
二
三
恵
さ
ん

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

代
表
）、

鍔
木
篤
さ
ん
（
旧

加
茂
町
教
育
委

員
）

総
務
部
管
財
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
２
５

次
の
業
種
に
つ
い
て
指
名
競
争
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
の
追
加
受
付
を
行
い
ま
す
。

■
受
付
業
種

建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務

■
申
し
込
み
受
付
期
間

８
月
15
日
（
月
）
〜
８
月
25
日
（
木
）

■
受
付
場
所

総
務
部
管
財
課
（
市
役
所
本
庁
舎
３
階
）

■
そ
の
他

要
項
、
必
要
書
類
等
に
つ
い
て
は
雲
南
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
総
務
部
管

財
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
部
市
民
生
活
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
１

平
成
17
年
10
月
１
日
に
福
祉
医
療
・
乳
幼
児

医
療
費
助
成
制
度
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
次
の
と
お
り
申
請
手
続
き
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
制
度
改
正
の
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま

し
て
は
市
報
７
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
福
祉
医
療
証
に
つ
い
て

交
付
申
請
の
手
続
き
を
８
月
に
行
い
ま
す
。

対
象
者
の
方
へ
は
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
の
際
に
ご
持
参
い
た
だ
く
も
の
に
つ
い

て
は
、
申
請
書
を
送
付
す
る
際
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

ま
た
、「
福
祉
医
療
対
象
者
（
母
子
家
庭
）」

の
見
直
し
に
よ
り
、
新
た
に
父
子
家
庭
が
対
象

に
加
わ
り
ま
し
た
。

父
子
家
庭
で
福
祉
医
療
の
対
象
に
な
る
と
思

わ
れ
る
方
（
所
得
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
父

子
）
は
印
鑑
と
加
入
保
険
証
を
ご
持
参
の
う
え
、

申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
乳
幼
児
等
医
療
証
に
つ
い
て

制
度
改
正
に
伴
い
、
３
歳
以
上
小
学
校
就
学

前
の
幼
児
に
つ
い
て
は
、
乳
幼
児
等
医
療
証
交

付
申
請
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

交
付
申
請
の
手
続
き
を
８
月
に
行
い
ま
す
。

対
象
者
の
方
へ
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
の
際
に
ご
持
参
い
た
だ
く
も
の
に
つ
い

て
は
、
申
請
書
を
送
付
す
る
際
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

な
お
、
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
方
に
つ
い
て

は
、
９
月
中
に
新
し
い
医
療
証
を
送
付
し
ま
す
。

■
申
請
受
付
窓
口

福
祉
医
療
、
乳
幼
児
等
医
療
と
も
に
各
総
合

セ
ン
タ
ー
総
合
調
整
課
、
ま
た
は
市
民
生
活
課

で
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

松
江
社
会
保
険
事
務
所

０
８
５
２
・
２
６
・
２
８
０
０

松
江
社
会
保
険
事
務
所
に
よ
る
年
金
相
談
所

が
次
の
日
程
で
開
設
さ
れ
ま
す
。
厚
生
年
金
・

国
民
年
金
の
こ
と
な
ど
で
相
談
し
た
い
方
は
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
事
前
に
連
絡
さ
れ
る
と
厚
生
年
金
受

給
手
続
き
等
も
受
付
け
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

方
は
松
江
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
日
　
時

8
月
18
日
（
木
）

時
間
は
10
時
〜
12
時
・
13
時
〜
15
時
で
す

■
会
　
場

三
刀
屋
総
合
セ
ン
タ
ー

■
持
参
品

夫
婦
の
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
職
歴
書
、

印
鑑
な
ど

※
代
理
の
方
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。
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市
民
部
市
民
生
活
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
１

ま
た
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー
総
合
調
整
課
ま
で

年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、
次
の
届
出
が
必

要
で
す
。

■
誕
生
月
が
来
た
時
は

【
年
金
受
給
者
現
況
届
】

年
金
を
引
き
続
き
受
け
る
た
め
に
は
、
毎
年

誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
「
年
金
受
給
者
現
況
届
」

（
現
況
届
）
を
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
へ
届

け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
現
況
届
」
は
、

受
給
者
の
誕
生
月
の
初
め
に
、
社
会
保
険
業
務

セ
ン
タ
ー
か
ら
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
ご
自

身
の
住
所
・
氏
名
他
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
さ
れ
た
現
況
届
に
よ
り
、
引
き
続
き
年

金
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
し

ま
す
の
で
、
提
出
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
年
金

の
支
払
い
が
止
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
忘
れ

ず
に
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

■
住
所
が
変
わ
っ
た
時
は

【
受
給
権
者
住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
】

お
住
ま
い
の
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
、
あ
る

い
は
、
そ
れ
に
伴
い
年
金
の
受
け
取
り
を
希
望

す
る
金
融
機
関
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
お
近
く

の
総
合
セ
ン
タ
ー
総
合
調
整
課
ま
た
は
、
市
役

所
市
民
生
活
課
へ
「
受
給
権
者
住
所
・
支
払
機

関
変
更
」
の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
年
金
証
書
を
無
く
し
た
時

【
年
金
証
書
再
交
付
申
請
書
】

年
金
証
書
は
、
基
礎
年
金
番
号
や
、
年
金
コ

ー
ド
が
記
入
さ
れ
て
お
り
、
年
金
受
給
権
者
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
す
。
無
く
し
た

り
、
汚
し
た
り
し
た
時
は
、
お
近
く
の
総
合
セ

ン
タ
ー
総
合
調
整
課
ま
た
は
、
市
役
所
市
民
生

活
課
へ
「
年
金
証
書
再
交
付
申
請
」
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
年
金
証
書
は
、
各
種
の
届

出
や
、
年
金
相
談
の
と
き
に
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

■
名
前
が
変
わ
っ
た
時

【
年
金
受
給
権
者
氏
名
変
更
届
】

結
婚
や
、
養
子
縁
組
な
ど
に
よ
り
、
氏
名
が

変
わ
っ
た
と
き
は
、
年
金
証
書
を
お
持
ち
の
上
、

お
近
く
の
総
合
セ
ン
タ
ー
総
合
調
整
課
ま
た

は
、
市
役
所
市
民
生
活
課
へ
「
年
金
受
給
権
者

氏
名
変
更
」
の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
け
に
は
、
証
明
欄
に
市
町
村
長
の
証

明
を
受
け
る
か
、
ご
自
身
の
戸
籍
抄
本
あ
る
い

は
謄
本
を
添
え
て
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

処
理
が
終
わ
り
ま
す
と
、
新
し
い
氏
名
が
記
載

さ
れ
た
年
金
証
書
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

出
雲
児
童
相
談
所

０
８
５
３
・
２
１
・
０
０
０
７

ま
た
は
雲
南
市
児
童
女
性
相
談
室

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
４
６

雲
南
地
区
定
期
児
童
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

8
月
17
日
（
水
）

相
談
時
間
　
10
時
〜
16
時

■
会
　
場

加
茂
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
か
も
て
ら
す
）

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
出
雲
児
童
相
談

所
か
雲
南
市
児
童
女
性
相
談
室
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
４
４

ま
た
は
各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
母
の
離
婚
な
ど
に

よ
り
父
親
と
生
計
を
と
も
に
し
て
い
な
い
児
童

の
母
、
ま
た
は
父
が
身
体
な
ど
に
重
度
の
障
害

が
あ
る
児
童
の
母
、
あ
る
い
は
母
に
か
わ
っ
て

そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
対
し
、
児
童

の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。

■
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
18
歳
に
達
す
る
日

以
降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
児
童
を
監
護

し
て
い
る
母
、
ま
た
は
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
が
受
給
で
き
ま
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
重
度
の
障
害
に
あ
る
児
童
な
ど

※
他
に
も
い
く
つ
か
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
の
方
法

各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
市
役
所
子
育

て
支
援
課
で
請
求
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
こ
ん
な
時
に
も
届
け
出
を

①
婚
姻
し
た
場
合
（
届
け
出
を
し
て
い
な
い
が

事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
と

き
を
含
み
ま
す
。）

②
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
場
合

③
児
童
の
父
と
同
居
す
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合

な
ど

■
そ
の
他

毎
年
８
月
に
は
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で

す
。

※
手
当
の
額
や
所
得
制
限
な
ど
は
、
各
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
、
子
育
て
支
援
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
部
長
寿
障
害
福
祉
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
４
２

ま
た
は
各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
、
中
程
度
以
上
の

障
害
を
持
っ
た
児
童
の
す
こ
や
か
な
成
長
を
支

え
る
制
度
で
す
。

■
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

精
神
ま
た
は
身
体
に
中
程
度
以
上
の
障
害
の

あ
る
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
父
母
、
ま
た
は
父

母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方

に
対
し
、
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
次
の
方
は
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん

①
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る

場
合

②
受
給
者
な
ど
の
前
年
所
得
が
所
得
制
限
額
を

超
え
る
場
合

③
児
童
が
障
害
を
理
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受

け
て
い
る
場
合

④
児
童
ま
た
は
受
給
者
が
日
本
国
内
に
住
所
を

有
し
な
い
場
合

■
手
続
き
の
方
法

各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
長
寿
障
害
福

祉
課
へ
必
要
書
類
を
そ
ろ
え
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

■
そ
の
他

毎
年
８
月
に
は
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で

す
。

※
手
当
の
額
や
所
得
制
限
、
そ
の
他
不
明
な
点

は
各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
、
長
寿
障

害
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

雲
南
市
図
書
館
協
議
会
委
員
の
紹
介

年
金
受
給
者
の
届
出
に
つ
い
て

定
期
児
童
巡
回
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

年
金
相
談
所
開
設
に
つ
い
て

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

整
備
検
討
委
員
会
委
員
の
紹
介

指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の

追
加
受
付
に
つ
い
て

福
祉
医
療
証
・
乳
幼
児
等
医
療
証
の

交
付
申
請
手
続
き
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

◎
鍔
木
篤
さ
ん
、
○
久
我
俊
子
さ
ん
、
石
飛

安
弘
さ
ん
、
原
田
誠
さ
ん
、
槙
原
茂
さ
ん
、

速
水
広
子
さ
ん
、
舟
木
五
月
さ
ん
、

藤
原
弘
子
さ
ん
、
河
口
裕
子
さ
ん



健
康
福
祉
部
長
寿
障
害
福
祉
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
４
２

ま
た
は
各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で

■
特
別
障
害
者
手
当
と
は

20
歳
以
上
で
、
著
し
く
重
度
の
障
害
が
あ
る

た
め
、
日
常
生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要

と
す
る
在
宅
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。（
所
得

制
限
あ
り
）

障
害
者
年
金
や
障
害
者
基
礎
年
金
を
受
給
し

て
い
て
も
併
給
で
き
ま
す
が
、
施
設
入
所
中
ま

た
は
継
続
し
て
３
か
月
以
上
入
院
の
場
合
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

月
額
2
6，
5
2
0
円

（
２
・
５
・
８
・
11
月
に
支
給
）

■
そ
の
他

毎
年
８
月
に
は
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で

す
。

※
不
明
な
点
は
各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
、
長
寿
障
害
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

市
民
部
環
境
対
策
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
３

使
わ
な
い
電
化
製
品
の
コ
ン
セ
ン
ト
は
抜
い

て
い
ま
す
か
？

テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
を
使
わ
な
い
と
き
で
も
、

コ
ン
セ
ン
ト
を
入
れ
た
ま
ま
に
し
て
い
る
と
、

電
気
を
使
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
は
待
機
電

力
と
呼
ば
れ
、
家
庭
に
お
け
る
電
力
消
費
の
う

ち
10
〜
15
％
程
度
は
、
待
機
電
力
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

省
エ
ネ
の
基
本
は
、「
使
わ
な
い
と
き
は

（
ス
イ
ッ
チ
・
コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
を
）
消
す
・

抜
く
こ
と
」
で
す
。

建
設
部
都
市
建
築
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
６
４

こ
の
制
度
は
、
が
け
地
な
ど
住
民
の
生
命
に

危
険
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
場
所
に
建
っ
て
い

る
住
宅
を
安
全
な
場
所
に
移
転
す
る
た
め
、
国

と
地
方
公
共
団
体
が
移
転
者
に
危
険
住
宅
の
除

去
等
に
要
す
る
経
費
と
新
た
に
建
設
す
る
住
宅

（
購
入
も
含
む
）
に
要
す
る
経
費
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

危
険
住
宅
と
は
、
が
け
地
の
崩
壊
、
土
石
流
、

な
だ
れ
及
び
地
す
べ
り
の
危
険
が
著
し
い
区
域

で
、
建
築
基
準
法
の
規
定
に
基
づ
き
地
方
公
共

団
体
が
条
例
で
指
定
し
た
災
害
危
険
区
域
、
ま

た
は
建
築
を
制
限
し
て
い
る
区
域
内
に
あ
る
住

宅
で
す
。《
た
だ
し
、
条
例
制
定
（
昭
和
35
年

10
月
４
日
）
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
で
増
築

が
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
限
り
ま
す
。》

が
け
地
、
地
す
べ
り
等
で
住
宅
の
移
転
を
お

考
え
の
方
は
９
月
16
日
（
金
）
ま
で
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

13 12

市
民
部
環
境
対
策
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
３

６
月
24
日
、
平
成
17
年
度
第
１
回
雲
南
市
環

境
審
議
会
が
開
催
さ
れ
、
20
名
の
委
員
の
み
な

さ
ん
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
会
で
は
、
合
併
に
よ
り
雲
南
市
環
境
審

議
会
が
引
き
継
い
だ
旧
掛
合
町
環
境
保
全
審
議

会
の
経
過
説
明
の
後
、
環
境
関
連
諸
計
画
の
策

定
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
心
身
と
も
に
健

康
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
保
全
す

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
審
議
を
行
い
ま
す
。

【
雲
南
市
環
境
審
議
会
委
員
の
み
な
さ
ん
】

敬
称
略
（
出
身
な
ど
）

■
会
長

伊
藤
勝
久
（
島
根
大
学
教
授
）

■
会
長
職
務
代
理
者

村
尾
晴
子
（
市
議
会
議
員
）

■
委
員

建
設
部
業
務
管
理
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
６
１

ま
た
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー
事
業
管
理
課
ま
で

市
で
は
入
居
可
能
な
空
家
住
宅
に
つ
い
て
、

基
本
的
に
隔
月
（
偶
数
月
　
４
、
６
、
８
、
10
、

12
、
２
月
）
に
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
募
集

期
間
は
当
該
月
の
５
日
か
ら
１
週
間
と
し
、
そ

の
期
間
以
外
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

次
回
の
募
集
期
間
は
8
月
5
日
頃
か
ら
１
週

間
で
す
。

具
体
的
な
空
室
に
つ
い
て
は
、
８
月
初
め
に

放
送
等
で
周
知
を
し
ま
す
。
申
込
方
法
、
入
居

資
格
等
に
つ
い
て
は
、
建
設
部
業
務
管
理
課
ま

た
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー
事
業
管
理
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
グ
ラ
ン
デ
だ
い
と
う
、
ベ
ル
ポ
ー
ト

き
す
き
な
ど
の
若
者
定
住
向
け
公
社
賃
貸
住
宅

に
つ
い
て
は
、
随
時
入
居
申
し
込
み
の
登
録
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
空
室
が
発
生
し
だ
い
登

録
順
位
に
よ
り
入
居
で
き
ま
す
。

建
設
部
都
市
建
築
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
６
４

大
東
町
の
大
木
原
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会
で
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
の
商
業

施
設
等
の
立
地
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

出
店
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
大
木
原
土
地
区

画
整
理
事
業
現
場
事
務
所
内
　
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
議
会
事
務
局
（

０
８
５
４
・
４
３
・
８
０

２
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

雲
南
市
議
会
事
務
局

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
０
４

雲
南
市
議
会
事
務
局
で
は
、
雲
南
市
議
会
会

議
録
及
び
議
案
書
の
縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
っ

て
い
ま
す
。

■
会
議
録
・
議
案
書
の
内
容

平
成
16
年
12
月
か
ら
平
成
17
年
３
月
ま
で
に

開
催
さ
れ
た
定
例
会
と
臨
時
会

■
縦
覧
場
所

雲
南
市
議
会
事
務
局
ま
た
は
、
各
総
合
セ
ン

タ
ー
総
合
調
整
課

雲
南
保
健
所
　
０
８
５
４
・
４
２
・
９
６
４
２

雲
南
保
健
所
で
は
、
自
分
自
身
の
心
の
健
康

を
考
え
る
と
と
も
に
、
精
神
障
害
者
の
方
の
生

活
や
社
会
参
加
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

育
成
す
る
研
修
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
研
修
日
程

○
第
1
回
　
9
月
9
日
（
金
）

講
義
「
雲
南
保
健
所
の
精
神
保
健
業
務
に
つ

い
て
」、「
精
神
疾
患
に
つ
い
て
」

○
第
2
回
　
9
月
２９
日
（
木
）

講
演
「
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

は
」、
体
験
学
習
「
人
と
の
接
し
方
」

○
第
3
回
　
施
設
見
学
と
交
流

け
や
き
の
郷
・
さ
く
ら
ん
ぼ
・
し
ゃ
ぼ
ん
だ

ま
工
房
・
せ
せ
ら
ぎ
の
家
の
い
ず
れ
か
で
交
流

を
し
ま
す
。

○
第
4
回
　
１０
月
２７
日
（
木
）

研
修
「
地
域
で
安
心
し
て
生
活
す
る
に
は
」、

体
験
発
表

※
講
演
は
13
時
10
分
〜
16
時
15
分
ま
で

■
研
修
場
所

い
ず
れ
の
研
修
も
雲
南
保
健
所
（
木
次
町
里
方
）

■
申
込
締
切

８
月
24
日
（
水
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
雲
南
保
健
所
ま
で

雲
南
保
健
所

０
８
５
４
・
４
２
・
９
６
３
６

島
根
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

０
８
５
３
・
２
１
・
３
５
８
４

ま
た
は
島
根
県
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課

０
８
５
２
・
２
２
・
６
１
３
０

■
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
と
は

こ
の
事
業
は
、
不
妊
症
の
た
め
、
子
ど
も
を

持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
夫
婦
に
対
し
て
、
治
療

費
が
高
額
で
あ
る
体
外
受
精
及
び
顕
微
授
精

（
特
定
不
妊
治
療
）
に
つ
い
て
、
そ
の
医
療
費

の
一
部
を
助
成
す
る
事
業
で
す
。

■
対
象
と
な
る
方

次
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る
方

①
法
律
上
の
夫
婦
で
、
島
根
県
内
に
住
所
の
あ

る
方
（
夫
ま
た
は
妻
の
一
方
で
も
可
）

②
体
外
受
精
、
顕
微
授
精
以
外
の
治
療
法
で
は
妊

娠
が
望
め
な
い
と
医
師
の
診
断
が
あ
っ
た
方

③
指
定
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
た
方

※
指
定
医
療
機
関
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

④
夫
及
び
妻
の
前
年
の
所
得
の
合
計
が
650
万
円

未
満
の
方

※
所
得
額
は
、
夫
婦
の
収
入
額
か
ら
必
要
経
費

（
給
与
所
得
控
除
額
）
及
び
そ
の
他
諸
控
除

額
を
差
し
引
い
た
額
に
な
り
ま
す

⑤
平
成
17
年
４
月
１
日
以
降
に
治
療
を
終
了
さ

れ
た
方

申
請
の
方
法
や
助
成
額
、
ご
相
談
な
ど
詳
し
く

は
、
雲
南
保
健
所
・
島
根
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン

タ
ー
・
島
根
県
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
ま
で

大
木
原
地
区
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

雲
南
市
議
会
会
議
録
・

議
案
書
の
縦
覧
に
つ
い
て

平
成
１７
年
度
精
神
保
健
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
の
ご
案
内

市
営
住
宅
入
居
者
募
集
に
つ
い
て

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て

特
別
障
害
者
手
当
に
つ
い
て

雲
南
市
環
境
審
議
会
開
催

得
す
る
省
エ
ネ
対
策

地
球
温
暖
化
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う

が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅

移
転
事
業
に
つ
い
て

が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転
事
業
制
度

危
険
住
宅

み
ん
な
で
省
エ
ネ
に

努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

加茂町の町民体育大会は、町民総出のイベ
ントとして実施されてきました。
合併後の大会開催については、地域のまち
づくりを推進する加茂地域委員会でも協議い
ただき、これまでの行政主体の運営から、住
民主体の運営とし、合併後真に住民のための
大会となるよう継続すべきとの意見をいただ
きました。

住民主体の実行組織とするため、地域自主
組織、体育指導員、体育協会、学校等地域が
一体となって取り組んでいくことといたしま
した。

●●●雲南市加茂町町民体育大会継続実施について●●●

お問い合わせ　加茂総合センター自治振興課　 0854－49－8601
お問い合わせ　教育委員会　加茂教育分室　　 0854－49－8510

●期　日　平成17年10月2日（日）
●会　場　加茂中央公園多目的広場

※休みが続きます。ごみを少なくするよう心掛けましょう。
また、ごみに出すときは、次のことを守ってください。

●分別を完全にしてください。
●新聞紙、ダンボール類はリサイクルに出してください。
●生ごみは水切りを充分にしてください。
●カセット式ボンベ・スプレー缶は必ず穴を開けガスを完全
に抜いてください。

掛合町・吉田町 
可燃ごみ・不燃ごみ 
通常通りの収集地区 

月　日 
 

8月12日（金） 
8月13日（土） 
8月14日（日） 
8月15日（月） 
8月16日（火） 
8月17日（水） 

可燃ごみ 
通常通りの収集地区 

休ませていただきます 
休ませていただきます 

以降、通常通りの 
収集地区 

以降、通常通りの 
収集地区 

持込のみの受付 
以降、予定表どおり 

不燃ごみ 
予定表どおり 

大東町・加茂町・木次町・三刀屋町 

お盆期間中の可燃ごみ・不燃ごみ収集日のお知らせ

お問い合わせ　雲南エネルギーセンター　　 0854－49－6332 雲南リサイクルプラザ　　 0854－42－3391
いいしクリーンセンター　　 0854－72－9217 市民部環境対策課　　　　 0854－40－1033

危険住宅 

市・町・村 
…補助金1/4

県 
…補助金1/4

国 
…補助金1/2 

除　却 
補助金 

移　転 

新しい住宅 
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克
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（
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次
町
）、
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江

（
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）、
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（
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町
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子
（
三
刀
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）、
芝
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（
吉
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大
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（
吉
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町
）、

石
橋
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町
）、安
部
智
子（
掛
合
町
）



　ふれあいまつりは、仲間づくりや地域との交流を図り、
幅広い世代や障害の有無にかかわらず楽しい時間を共
有し、障害への理解と偏見のない地域社会をめざして開
催しています。多くの参加をお待ちしています。 

8月27日（土）12：00～16：00 
通所授産施設しゃぼん玉工房・地域生活支援
センターそよかぜ館・施設前駐車場 
三刀屋町古城45－6（アスパル近く） 
模擬店（焼きそば、たこ焼き、生ビールなど多数）
ショップコーナー（福祉ショップ、バザー）体験コ
ーナー＆スタンプラリー（バルーンアート、綿菓
子づくりなど）、喫茶コーナー、作品展示、豪華
景品ビンゴ大会･･･楽しいイベント盛りだくさん！ 

　今年も当日一緒にまつりを盛り上げてくださるボラ
ンティアスタッフを求めています！詳細を知りたい方は
しゃぼん玉工房（若槻）までお気軽にお電話ください！ 

　Yu-Gaku加茂スポーツクラブは、幼児から高齢者まで
を対象としたスポーツクラブで、年代に合ったスポーツを
楽しむ事ができます。現在、120名のクラブ会員で活動し
ています。 

【募集要項】 
【応募資格】 
【応募締切】 

　7月3日、愛媛県今治市で開催された第7回中四国レ
スリング選手権大会（中国・四国地方から335名が参加）
において、55㎏超級で藤原大樹さん（加茂小学校6年）
が優勝。34㎏級で曽田祐輔さん（加茂小学校6年）が3
位という快挙を成し遂げました。 

龍頭が滝まつり龍頭が滝まつり
　　　　　　　 
10：00～ 
8月15日（月）と　き

掛合恵比寿祭掛合恵比寿祭
 
掛合町掛合地内 
8月19日（金）〜20日（土）と　き

ところ

大東七夕祭大東七夕祭

大東七夕祭
　　　　　　19：30～ 
大東町大東、大東地区商店街 
8月6日（土）と　き

ところ

●子供行列（19：30～） 
子供たちが、短冊と提灯をつけた笹竹を手に、大提灯や山車と
ともに練り歩きます。 
●花火大会（20：30～・2，000発） 
●大東七夕祭フォトコンテスト入選作品の展示もあります。 

●昔話や市内外の話題をテーマにした「一式飾り」 
●カラオケ大会　●掛合太鼓等 
●花火（小型煙火）300発 

●神楽を上演 
赤川に照らされるかがり火の中で「簸の川大蛇退治」をはじめ
とする神楽を上演。 

日本の滝百選にも選ばれている龍
頭が滝。 
●滝踊りの披露 
●とれたたて山の幸販売など 

赤川かがり火神楽大会赤川かがり火神楽大会
　　　　　　　19：30～ 
七夕公園（雲南市大東町大東） 
8月15日（月）と　き

ところ

雲南市の

8月

自衛隊では、次のとおり自衛官を募集しています。 

自衛官募集 

試験内容や試験場所など詳しくは、出雲募集事務所まで 
【お問い合わせ先】 
自衛隊島根地方連絡部出雲募集事務所　  0853-21-0831

2等陸・海・空士 
18歳以上27歳未満の者 
男性9月14日、女性：9月8日 

島根県職員採用試験 

【お問い合わせ先】島根県人事委員会　  0852-22-5438

【受付期間】8月8日（月）～9月2日（金）消印有効 
【試験日程】1次試験：9月25日（日）、2次試験：10月下旬 
【受験資格】 
高校卒業程度：昭和59.4.2～昭和63.4.1生まれの者 
資格免許職：診療放射線技師・助産婦・看護師に 
　　　　　　　ついてはお問合せください 

高校卒業程度・資格免許職 

試験内容、申込用紙の請求など詳しくは島根県人事委員会まで 
ホームページアドレス　http://www.pref.shimane.jp

※このほか島根県職員看護師（経験者）や島根県職員の採用 
　試験もあります。 

　大東町内の5つの神楽社中
で構成する大東町神楽連絡協
議会（岸野益富会長）が、ドイ
ツで地元の伝統芸能である神
代神楽の公演を行いました。 
　これは昨年ミュンヘン（ドイツ）公演の際にお世話になったフラ
ンス在住の日本人、石橋久美氏の仲介と、ジークブルグ独日協
会等の協力で実現したものです。 
　今回の公演に参加したのは11人。7月1日にジークブルグ市、
同2日にはデュッセルドルフ市で、「簸の川大蛇退治」など3演目
を上演しました。 
　いずれの会場とも、初めて見る神秘的な神代神楽の舞に感
動の拍手が会場一杯に鳴り響きました。 
　岸野団長は、「世界はひとつ。神楽を見てもらうことで、言葉は
通じなくても心は通じ合うことができた。」と今回の公演の感想を
語られました。 

今年今年は木次町内木次町内でロケをします！ 今年は木次町内でロケをします！ 

6月26日にチェリウﾞァホールで 
行われた映画塾ガイダンスの様子 

　しまね映画塾は、映画の製作体験を通して、より映画
を知ってもらうために、錦織良成監督（映画「白い船」、「ミ
ラクルバナナ」）を塾長に迎え、昨年に引き続き開催され
るものです。 
　今年は9月23日～25日の3日間、しまね映画塾の塾生
が木次町をロケ地に2泊3日の撮影合宿をします。期間
中は、塾生によるシナリ
オでの撮影、映画の制
作講座、機材実習など
が行われます。また、完
成した作品は、上映会と
写真展を開催するほか、
テレビ番組での放映も
予定しています。 

　このクラブは、キッズチャレンジ（幼児の導入部門）・遊
学クラブ（小学生スポーツ教室部門）・スマイルクラブ（中・
高齢者の転倒予防部門）・同好会（幼児から高齢者の
健康・体力づくり部門）・年間イベントレクリエーション（会
員全体での交流部門）と5つの部門により、子どもから高
齢者まで色々なスポー
ツを楽しめるプログラム
となっています。 
　みなさんもぜひ参加
してみませんか！ 
年会費などがかかりま
すので、詳しくは雲南市
加茂B&G海洋センター
まで問合わせ下さい。 

＊＊＊＊＊大募集！！＊＊＊＊＊＊ 

日時 

会場 

内容 

【お問い合わせ先】 
しまね映画祭実行委員会　 0852-22-5502

【お問い合わせ先】 
雲南市加茂B&G海洋センター　  0854-49-7100

【お問い合わせ先】 
ふれあいまつり実行委員会（しゃぼん玉工房）　  0854-45-2819

しまね映画塾2005 大東町神楽連絡協議会
ドイツ公演

 

しゃぼん玉工房・そよかぜ館・虹の家 

国際文化交流と神楽の継承発展 

ゆ － が く  
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雲南市立大東図書館 0854ー43ー6131

子育てをしているみなさんで交流してみませんか 

①地域サークル（9：30～11：30） 
● 8日（月）幡屋公民館　● 9日（火）阿用公民館 
●10日（水）久野公民館　●11日（木）佐世公民館 
●12日（金）地域福祉センターおおぎ 
②地域開放 
　●大東保育園：毎週水曜日 
　●かもめ保育園：毎週金曜日 
　　 
　●あおぞら保育園：毎週金曜日 
　 
 
 
③子育て教室（10：00～17：00）　　 
　●場　所：あおぞら保育園内 
　　12日（金）、26日（金）※面接、電話どちらでも受け付けます。 
④子育てサロン「木馬」（9：30～15：30） 
　●場　所：地域福祉センターおおぎ内 
　　毎週火曜日と毎週木曜日（16日を除く） 

あおぞら保育園内　　0854-43-9500斐伊保育所併設　　0854-42-2030

掛合保育所内　　0854-62-9900

0854-42-3988　奥井 
サンキューハハ 

①保育所開放日（9：00～11：00） 
　●かけや夢の子園　毎週水曜日　●波多分園　毎週木曜日 
②活動紹介　かけや夢の子園 
　●8月 6日（土）　「七夕まつり」（17:00～20:00） 
　　親子で遊べるコーナーや笹飾りをしたり、レストランコ
ーナーがあります。 

　●8月24日（水） 昼食試食会（9：00～）（参加費200円）
　　※要申込：8月19日（金）までに。  

③川遊びとソーメン流し 
　●8月9日（火）　多根公民館　午前中の予定です。 
　　多根地区の老人の方や保育所の子どもたち小学生たちと
一緒に川あそびをしませんか？ネンバ、ボッカ、しまド
ジョウ、いろんな魚が捕れて楽しいですよ。 

　　後で、おいしいソーメンを食べましょうね！ 

①活動紹介　＊お盆の13日(土)と15日(月)も開館します。 
　●25日(木) すくすく育児相談（9：30～） 

②出前保育 
　● 6日(土)温泉公民館　　●10日(水)西日登公民館 
　●17日(水)日登公民館　　●24日(水)雲南市木次健康福祉センター 

給食を希望される子供さんは、前日の16時までに予約してください。 

給食を希望される子供さんは、当日の午前9時までに来てください。 
※あおぞら保育園では毎日を地域開放デーにしていますが、 
　給食の試食ができる日は金曜日だけです。 

 Kiss－Kidsとぷちぴよ　くらぶ 
　Kiss－Kidsでは、ボランティアスタッフが集まり、託児
（有料）や未就園児のサークル活動（ぷちぴよ　くらぶ）、
園児・小学生のサークル活動などを行っています。　 
①活動紹介　いずれも10：00～（　）は参加費 
● 5日(金)プール遊び　　●10日(水)草木染め(200円) 
●17日(水) ペーパーフラワー作り(200円) 
●19日(金)プール遊び　　●20日(土)夏まつり 
●24日(水)キャンドル作り(200円) 
●26日(金)竹の水てっぽう作り(200円) 
●29日(月)あきびんの小物入れ作り(200円) 

 
0854-42-9080　雲南市社会福祉協議会木次支部(力石、陶山) 

①活動紹介　9：30～11：30（参加費　一家族100円） 
●18日(木)西日登公民館会場 
●20日(土)高齢者コミュニティセンター会場 

雲南市なかよしホール（加茂町）　　0854-49-8380

三刀屋健康福祉センター内　　0854-45-9501

お楽しみ会〔幼児・プール遊び〕水着、タオルの用意をして下さい。 
わくわくおはなし会〔小田川美由紀さんのおはなしを楽しもう〕 
赤ちゃん広場（1歳半まで）「水遊びをしよう！」 
着替え、タオルを用意してください。 

赤ちゃん相談：赤ちゃんの計測や発育・発達の相談など 
妊婦さん相談：妊婦さんの健康チェックや相談・指導など 
あそぼう広場(1歳半から)　 「しゃぼんだまで遊ぼう！」 

①子育て支援センター開設日　毎週月～金曜日 9：00～12：00 
②活動紹介　いずれも10：00～ 

●  2日(火) 
●  5日(金) 
●10日(水) 
 
●12日(金) 
　  11：00～ 
●26日(金)

　幼稚園・保育園の先生向けの月
刊誌「ピコロ」が募集するつぶやき
部門で掛合保育所の藤原ひろみ先
生が最優秀賞を受賞しました。 

 保育園でのひとコマ クッキング中
に、三角巾をかぶる女の子が「先
生、耳出して。息ができんけん」と。
三角巾で耳が隠れていたんです。か
わいい表現につい微笑んでしまいま
した。 

①活動紹介（10：00～11：30） 
　●2日、9日、23日、30日　※16日をのぞく毎週火曜日 
　　参加費：100円（幼児園以上・お茶代、活動費として） 

斐伊町民プールの支援センター利用者開放日(10時～12時)
1日(月)、2日(火 )、3日(水 )、4日(木 )、5日(金 )、 
8日(月)、9日(火 )、11日(木 )、12日(金 )、15日(月)、
16日(火 )、19日(金 )、22日(月 )、23( 火 )、26( 金 )、
29(月)、30日(火 )、31(水 )

社協子育てサロン 

※8月15日(月)は、休館します。 ～ 受 賞 作 品 ～  ～ 受 賞 作 品 ～  

8

8月の休館日 毎週金曜日、31日（水）【図書整理日】

行事日程

今月のおすすめ

①川上弘美「古道具　中野商店」
②山本一力「銭売り賽蔵」
③奥薗壽

とし

子
こ

「奥薗壽子の子どもの朝ごはん」

★こぐまちゃんくらぶ
とき：毎週月曜日　11時～
内容：乳幼児向けのわらべうたあそび、紙芝居、手遊びなど

★おはなしパーティ
8月はお休みです。

※夏休み中は当日の状況により会場を変更することがあります。

雲南市立木次図書館 0854ー42ー1021

今月のおすすめ

幸せな人生は偶然ではなく失敗もチ
ャンスに変えていこうとする前向きさ
が恩恵をもたらす…。93歳現役医師
のみずみずしい人生論と逆転の発想の
すすめ。

日野原 重明 著

自分はあんな思いを子どもにさせた
くない…。母親の闘病に直面したこと
から老後の自立を考え、約100か所の
老人施設を5年にわたり取材した書き
下ろし。

子
0

どもの世話にならずに死ぬ方法
俵　 萠子

もえ　こ

著

8月の休館日 毎週月曜日、31日（水）【月末整理日】 行事日程 ★よみかたりのじかん毎週木曜日15：30～

1 2 3

新着の本（抄）

●乙川優三郎「むこうだんばら亭」

●桐野夏生「魂萌え！」

●三崎亜記「となり町戦争」

●藤堂志津子「夫の息子」

●阿刀田高「こころ残り」

●山田詠美「風味絶佳」

●田口ランディ「鳥はみずからの力だけでは飛べない」

●あさのあつこ「透明な旅路と」

●角田光代「この本が、世界に存在することに」

●和田はつ子「藩医宮坂涼庵」

●ジーン・アウル「エイラ地上の旅人7 マンモス・ハンター（下）」

●阿川佐和子「空耳アワワ」

●上野千鶴子「老いる準備　介護することされること」

●河合隼雄「大人の友情」

●日野勝美「みんな土方で生きてきました」

●スティーヴ・ビダルフ「子どもを叱らずにすむ方法おしえます」

●ひこ・田中「大人のための児童文学講座」

●建築よろず相談解説委員「我が家を手に入れる前に読むＱ＆Ａ80」

ほか

新着の本（抄）
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●小池
0

真理子「夏の吐息」

●森村誠一「棟
むね

居
すえ

刑事の絆の証明」

●恩田陸「蒲公英
たんぽぽ

草紙」

●宮部みゆき「孤宿の人（上）（下）」

●瀬戸内寂聴
じゃくちょう

「命のことば」

●黒柳徹子「不思議の国のトットちゃん」

●中村うさぎ「さすらいの女王」

●薮
やぶ

本
もと

雅子「女子アナ失格」

●柳沢桂子「生きて死ぬ智慧」

●イチロー「夢をつかむイチロー262のメッセージ」

●五木寛之「養生の実技」

●金
きむ

薫
ふん

「孤
こ

将
しょう

」

●石川三
み

千
ち

花
か

「スクスクの掟」

●二
ふた

神
がみ

能
のう

基
き

「希望のニート」

●吉野やよい「なんくるないさぁ。」

●山田真哉「さおだけ屋はなぜ潰れないのか？」

●藤本義
ぎ

一
いち

「六十歳からは好きなように生きよう。」

●福田千
ち

晶
あき

「ぐっすり眠る」

●江
え

原
はら

啓
ひろ

之
ゆき

「いのちが危ない！」

●佐伯チズ「佐伯チズの頼るな化粧品！」

●上
かみ

大
おお

岡
おか

トメ「しろのあお」

●堀
ほり

込
ごめ

賢一「『田舎の家』をたたむということ」

●田辺清｢図解ダ・ヴィンチの暗号｣

●松井るり子「絵本をとおって子どものなかへ」

●巷
こう

野
の

悟郎ほか「赤ちゃんあそぼ！」

●佐藤愛子「『血脈』と私」

●赤
あか

須
す

孝之「大腸がんがわかる本」

●永沢光雄「声をなくして」

●佐藤康
やす

行
ゆき

「悩み解決『明快』答」

●美濃部美津子「おしまいの噺
はなし

」

●桐島洋子「女が冴えるとき」

●山崎えり子「すっきりキッチン節約術」

●綿本彰
あきら

「1分間パワーヨーガ・ダイエット」

●宮西達也「おとうさんはウルトラマン／お

とうさんの育児書」

●竹
たけ

内
うち

久
く

米
め

司
じ

ほか「経
けい

皮
ひ

毒
どく

」 ほか

「幸福な偶然
セレンディピティ

」をつかまえる」



日 月 火 水 木 金 土 

◆　島根県消防操法大会 
（邑南町） 

◆　リハビリ交流会 
（大東健康福祉センター／9：30～） 
◆　断酒会 
（かもてらす／18：30～） 

問い合わせ先 問い合わせ先 

●大東健康福祉センター 

●加茂健康福祉センターかもてらす 

●木次健康福祉センター 

●三刀屋健康福祉センター 

●吉田健康福祉センター 

●掛合健康福祉センター 

●大東体育文化センター 

●雲南市大東体育館 

●大東町地域福祉センターおおぎ 

●雲南市加茂文化ホール ラメール 

●加茂B＆G海洋センター 

●雲南市なかよしホール（加茂町） 

●雲南市木次体育館 

●木次経済文化会館チェリヴァホール 

●三刀屋文化体育館アスパル 

●三刀屋農村環境改善センター 

●雲南市掛合体育館 

●掛合町まめなかセンター 

●吉田勤労者体育センター 

●島根県雲南保健所 

●吉田公民館 

●吉田町田井公民館 

0854－43－6142 

0854－49－8612 

0854－40－1083 

0854－45－9501 

0854－74－0215 

0854－62－0727 

0854－43－2130 

0854－43－5511 

0854－43－5610 

0854－49－8500 

0854－49－7100 

0854－49－8380 

0854－42－0375 

0854－42－1155 

0854－45－9222 

0854－45－2645 

0854－62－0013 

0854－62－0231 

0854－74－0214 

0854－42－2800 

0854－74－0219 

0854－75－0312

大 …大東町 

加 …加茂町 

木 …木次町 

三 …三刀屋町 

掛 …掛合町 

吉 …吉田町 

他 …その他 

開 催 場 所  

◆　胃がん検診 
（三刀屋町内巡回） 
◆　予防接種（三種混合） 
（木次健康福祉センター／受付13:30～） 
◆　みとや大学 
（アスパル／10:00～） 

◆　子宮がん・乳がん検診 
（松笠公民館／受付9：30～） 
◆　胃がん検診 
（大東健康福祉センター／受付7：30～） 
◆　予防接種（三種混合） 
（大東健康福祉センター／受付13：15～） 
◆　水中ウォーク 
（三刀屋健康福祉センター／13：30～） 

◆　胃がん検診 
（西日登公民館／受付8：00～） 

 

◆　転倒骨折予防教室 
　のびのびくらぶ 
（大東健康福祉センター／13:30～） 
◆　子宮がん・乳がん検診 
（西日登公民館／受付13：00～） 
◆　リフレッシュ教室 
（三刀屋健康福祉センター／9:30～） 
◆　離乳食教室 
（掛合健康福祉センター／10:00～） 
◆　つくしっ子広場 
（三代児童館／10:00～） 

◆　基本健診・大腸がん検診 
（雲南総合病院／8:30～） 
◆　つくしっ子広場 
（なかよしホール／10:00～） 

◆　サンサン教室 
（掛合公民館／9：30～） 
◆　予防接種（三種混合） 
（掛合健康福祉センター／受付13：30～） 
◆　基本健診・大腸がん検診 
（雲南総合病院／8:30～） 
◆　育児相談 
（かもてらす／13：30～） 

◆　こころの健康＆もの忘れ相談 
（島根県雲南保健所／13：00～予約制） 
◆　反戦平和映画上映会 
「アイラブピース」 
（チェリヴァホール／18：30～） 

◆　乳児健診 
［対象：木次、三刀屋、掛合、吉田］ 
（木次健康福祉センター／4か月13：00～、10か月14：00～） 
◆　サンサン教室 
（入間公民館／9：30～） 
◆　胃がん検診 
（波多公民館／受付8：00～） 
◆　基本健診・大腸がん検診 
（雲南総合病院／8:30～） 
◆　子宮がん・乳がん検診 
（日登メインセンター／受付13：00～） 

◆　乳児健診（対象：大東・加茂） 
（大東健康福祉センター／4か月13：
00～、10か月13：45～） 

◆　水中ウォーク 
（三刀屋健康福祉センター／13：30～） 
◆　赤ちゃん相談 
（木次健康福祉センター／9：30～） 

◆　妊婦・赤ちゃん相談 
（三刀屋健康福祉センター／10：00～） 

◆　第3回カントリースクール 
（吉田グリーンシャワーの森　20日まで
【問】吉田村観光協会　　0854-74-0210） 
◆　胃がん検診 
（三刀屋町内巡回） 
◆　いきいき運動教室 
（掛合健康福祉センター／10：00～） 
◆　掛合上秋葉祭 

◆　第53回吉田町社会人自治会 
対抗親善野球大会 
（吉田中学校グラウンド／14日まで） 
◆　海潮温泉神代神楽の夕べ 
（古代鉄歌謡館／20：00～） 

◆　1歳6か月・3歳児健診（対象：大東・加茂） 
（かもてらす／受付 1歳6か月13：00～、3歳14：00～） 
◆　思春期精神保健相談 
（島根県雲南保健所／13：30～予約制） 
◆　サンサン教室 
（波多公民館／9：30～） 
◆　胃がん検診 
（大東健康福祉センター／受付7：30～） 
◆　子宮がん・乳がん検診 
（温泉サブセンター／受付13：00～） 
◆　元祖「ちび玉劇団」公演 
（チェリヴァホール／①13：00～②19：00～） 

◆　健診結果報告会・健康相談 
（掛合内集会所巡回）  
◆　子宮がん・乳がん検診 
（田井出張所／受付13：30～） 
◆　子宮がん・乳がん検診 
（大東健康福祉センター／受付9：00～） 
◆　胃がん検診 
（三刀屋町内巡回） 

◆　掛合サンサン教室 
（入間公民館／9：30～）  
◆　予防接種（三種混合） 
（かもてらす／13：00～）  
◆　雲南地区定期児童巡回相談  
（かもてらす／10：00～15：00） 

 ◆　掛合恵比寿祭  
◆　グリーンシャワーの森  夏祭り 
（吉田グリーンシャワーの森／16：00～ 
【問】吉田村観光協会　　0854-74-0210） 
◆　2005サクソフォン・サマー
フェスティバル＆アカデミーｉｎ島根 
（ラメール　21日まで） 
◆　アジアンシアター「いぬのえいが」 
◆国体中国ブロック大会 
（　クレー射撃、　　　   ソフトボール／21日まで） 

◆　わんぱく「たたら塾」 
～みんなで鉄をつくろう～ 
（和鋼生産研究開発施設　7日まで 
【問】鉄の歴史村地域振興事業団  
　 0854-74-0311） 

◆　第2回カントリースクール 
（吉田グリーンシャワーの森　6日まで
【問】吉田村観光協会　　0854-74-0210） 
◆　さわやかクラブ 
（掛合健康福祉センター／10：00～） 
◆　禁煙教室 
（木次健康福祉センター／19:00～） 

◆　大東七夕祭り 
（19:30～）  
◆　島根県消防大会 
（邑南町） 

◆　1歳6か月・3歳児健診 
〔対象：木次、三刀屋、掛合、吉田〕 
（三刀屋健康福祉センター／受付1歳
6か月13：00～、3歳14：00～） 

◆　サンサン教室 
（入間公民館／9：30～） 
◆　いきいき運動教室 
（まめなかセンター／13：30～） 
◆　予防接種（三種混合） 
（大東健康福祉センター／受付13：15～） 
◆　胃がん検診 
（三刀屋町内巡回） 

◆　雲南市成人式 
（アスパル／9：30～）  
◆　八重滝まつり 
（八重滝／10：00～） 
◆　波多街道夏まつり 
◆　掛合下納涼ふれあい祭 
◆　松笠納涼盆踊り大会 
◆　第49回加茂町野球大会 
（加茂中央公園野球場ほか／6：30～
15日まで） 

◆　アルコールによる困りごと
相談 
（島根県雲南保健所／13：00～予約制） 

◆　子宮がん・乳がん検診 
（吉田健康福祉センター／受付13：30～） 
◆　胃がん検診 
（東谷コミュニティセンター／受付7：30～） 
◆　子宮がん・乳がん検診 
（大東健康福祉センター／受付9：00～） 
◆　予防接種（三種混合） 
（三刀屋健康福祉センター／13：00～） 
◆　つくしっ子広場 
（なかよしホール／10:00～） 

◆　健診結果報告会・健康相談 
（掛合内集会所巡回）  
◆　胃がん検診 
（三刀屋町内巡回） 
◆　断酒会 
（三刀屋健康福祉センター／19：00～） 

◆　健診結果報告会・健康相談 
（掛合内集会所巡回）  
◆　胃がん検診 
（三刀屋町内巡回） 
◆　離乳食教室 
（大東健康福祉センター／受付9：15～） 
◆　つくしっ子広場 
（なかよしホール／10:00～） 

◆　交通事故巡回相談 
（出雲市役所／9：00～15：00） 
【問】交通事故相談所　　0852-22-5102 
◆　とうろう流し（三刀屋川河川敷） 
 

◆　赤川かがり火神楽大会 
（大東町七夕公園／19：30～） 
◆　龍頭が滝まつり 
（龍頭が滝／10：00～） 
◆　佐中盆踊り大会 
◆　断酒会 
（木次町下熊谷地域福祉サブセンター／19：00～） 
◆　2005木次町さくらフォト
コンテスト入賞作品展 
（チェリヴァホール　8／17まで） 

◆　ふれあいロードマラソン大会 
（田井公民館発着）  
◆　ＴＢＧ月例大会 
（ふれあいの丘ＴＢＧ場／13：30～） 
◆　木次中学校吹奏楽部定期
演奏会 
（チェリヴァホール／14：00～） 

◆　雲南市ゲートボール大会 
（斐伊川河川敷／18：30～） 
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　道路は、私たちの毎日の生活を支える
欠くことのできない基本的な社会資本で
すが、あまりにも身近な存在であるため、
その重要性が見過ごされがちです。8月
10日の「道の日」を契機に暮らしの中の
道路をもう一度見直してみませんか。 

　雲南市となってはじめてとなる小学校・
中学校の音楽祭が、三刀屋文化体育
館アスパル・吉田中学校・加茂文化ホ
ールラメールでそれぞれ開催されました。 
　会場は、わが子の晴れ舞台を応援
したり、カメラで撮影したりする大勢の
保護者の姿が見られました。 

　社会を明るくする運動は犯罪や非行のない明るい社会を
築こうとする全国的な運動です。また、青少年の非行問題に
取り組む全国強調月間は、国民の非行防止意識の高揚を図る
ことを目的にしています。 
　7月1日、雲南警察署の石原憲夫署長と雲南保護司会の鳥
谷源治代表から速水市長へ「少年非行防止」と「社会を明る
くする運動」のメッセージが伝達され、期間中、市内でもあい
さつ運動や声かけ運動などが展開されました。 
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・　　　　　  に対するご意見、ご感想はこちらまで！ 

　
い
よ
い
よ
ま
ち
に
待
っ
た
夏
休
み
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。最

近
は
と
か
く
家
の
中
で
過
ご
す
子
ど
も
た
ち
も
多
い
よ
う
で

す
が
、中
に
は
、外
で
虫
取
り
や
魚
釣
り
を
す
る
姿
や
図
書
館

で
宿
題
や
読
書
を
す
る
姿
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

先
日
、雲
南
市
図
書
館
協
議
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
そ
の
委

員
の
方
が
「
読
書
に
親
し
ん
で
き
た
子
ど
も
は
、や
が
て
人

間
的
に
も
成
長
し
、創
造
力
豊
か
で
、個
性
あ
る
大
人
に
な
っ

て
い
く
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
読
書
は
語
彙
を
豊
富

に
し
て
く
れ
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
価
値
観
や
視
野
を
広
げ
る

こ
と
に
も
つ
な
が
る
読
書
。
秋
に
限
ら
ず
本
を
読
ん
で
も
い

い
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。▼
そ
の
昔
、雲
南
の
地
で
オ
ロ

チ
を
退
治
し
た
須
佐
之
男
命
は
「
わ
が
心
清
す
が
し
」
と
言

い
、宮
造
り
を
し
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。先
日
の
雨
上
が
り

に
、大
東
町
畑
鵯
地
区
の
畑
展
望
公
園
に
登
っ
て
き
ま
し
た
。

見
渡
す
山
々
に
は
霞
が
か
か
り
、清
涼
な
風
、澄
ん
だ
空
気
、

ま
さ
し
く
古
事
記
に
あ
る
静
寂
の
時
で
し
た
。
地
元
に
は
い

い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
訪
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

季
節
ご
よ
み

季
節
ご
よ
み

季
節
ご
よ
み

　
社
会
人
と
し
て
の
節
目

と
な
る
成
人
式
が
、お
盆
期

間
中
に
開
催
さ
れ
ま
す
。 

三刀屋町給下 
二千年ハス（大賀ハス） 

夏
の
成
人
式 

〜
新
成
人
集
う
〜 

雲南市成人式 
と　き 

ところ 
8月14日（日）10:00～ 
 
三刀屋文化体育館アスパル 

か
す
み 

は
た
ひ
よ
ど
り 

す
さ
の
お
の
み
こ
と 

す
が 

ご
　
い 


